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馬鈴薯の細菌病に関する研究 9 
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本病の病徴比ついては既に当場報fjI第� 6号に詳

述したので 3 とこではーその特徴のみを要約するに� 
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第� 8図表� ，1;勺鈴敦4輪腐病発生程度と減収とのi刻係� 

合ばかりで友<，病惑:数歩合にも左右されてく

る。病株の全薯数に対する病薯数歩合が病株歩合

の19;ぃ場合に多いこともあるので，病株歩合と病

薯数歩合とは必ずしも正比的な関係を示さないと
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とがある。 しかし，多くの場合病株歩合が高いほ

ど， 病整数歩合も概 して高い傾向を示し，両者を

総合して全体的に減収率も高くなる。� 

3) 収穫時において外観上健全と認められた塊

茎でも内部に病原細菌が潜在 していて貯蔵中，ib .I.!&鈴軒愉j釘病病~(の菜の測
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ζの点は確かめられ友かった。

や)白 従って， 病株が多いと健全主主f4叉量が少友

〈放る� ζ とは当然で，同一試験闘場，同一試験区

の数例を示 した第 8図表は� ζ の関係を明白に裏書

きしている。

すなわち， 病株歩合と健全株収量 とは概ね逆比

的な関係l'Libるととを示 し， 健全株の収量のみ、を

対象とすると きは病株歩合によって減収率が概ね

推定される。しかし，病株中の健全薯を含めた健

全警合計収量を対象とすると ， 減収率は病株歩� 
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特に貯蔵前の選別が不充分t:J..場合にはその腐敗率

の高いととは当然である。

以上のように本病Kよってもたらされる被害の

要素は� SKAPTASON (1943) ，BARIBEAU (1948) 

等が指摘していると お り， 圃場における塊茎腐敗

によ る収量減と輸送，貯蔵中における塊茎腐敗に

よる欠減が主要友 ものであり， 特に採種栽培にb

つては検査不合格と 収量減と が農家経済に大さえに

影響を与えるものといってよい。しかして本病の

損害の影響が生産農家のみならず，種薯の配布を

うけた農家にも及び， 両者聞に係争を起ζ す場合

が少なく友ぃ。� 

第 1図� 

るいは輸送中に症状が進み，外部に症状が現われ

るとともに腐敗崩壊する� ζ とがある。� ζの場合の o

萎状態品極 「応鈴号t.:農林� 

l号J(桑山|盗氏写〉

は 茎葉」次り始塊菜腐敗:率は生産圃場における木病発生程度，収P 、
A
 

穫時における塊茎選別程度，貯蔵条件等によって 頂部も活気を失って萎誼zれてくる。凋萎葉は早期

異なるが，過去において10%を超えた例もある。 に枯燥し，茎は立枯状となる。 ζの病徴は株の全
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茎に現われるとともあるが  1株のうち 1;1t乃至

数菜にのみ現われ，残余の主主が健全に見えると と

も多い。たお，重症の病惑を播種したものでは往

々 6月中，下旬，発芽後聞も友い繊弱た主主葉l乞病

徴が現われるとと iJ;;jうる。 ζ の場合、薬は総体とし

てや11長不良，節間短縮が目立ち，活気の君主いずん

ぐりした形状をとる ζ とが多い。

病株の"}f，葉柄，ストロン及び根を切断して切

断面の舟l壁を強〈圧すると ，変色してい友 v.維管

来部から病原細菌を充満した乳白液が法11¥して 〈:

第 E 医 .u~鈴穿3輸 1M古)1病~: (西山保i自:氏写〕

る。これらの器官は外観上異状を示さ友いのが普

革うは二次的{受害菌のため褐変K通であるが，末期

るいは赤禍変し，縦裂したり ，i!攻開状と友ると と 

ある。2フう

塊茎では維官房三部を中心 とする病変部がil翁状に

字Lb~色を呈し ， さらに進んで淡褐色，時に黒褐色

に変じ ， 病変組織はその後次第~崩壊して内部の

肉質髄部とうヒ全に分離する K至るが，まれに塊茎

肉質髄部が乳黄色に変:ι北部から中心部へ全面的

ずる ζ ともある。切断した塊菜を強〈撮りしめる

と病変部の砕ける ζ とか特徴で，また木病原細菌

のみの侵害のときは、決して悪臭を発し友い。しか

し多くの場合， ご三次的に綬入したf完敗細菌類が周

囲の組織を速かに侵し，全1法bるいは一部e組織を

軟腐させて本病の病状を混乱に陥しいれる。塊;1t

のタト皮は当初ほとんど異状を呈しないが，次第に

器部あるいは芽部が淡赤禍変し，僅かに軟化凹陥

する。症状がさら K進むと変色部が拡大し，維管

束部に達する亀裂を生ずる。

地上部の茎葉に病徴が認められ友ぃ株でも塊茎

が発病している場合もあり ，また塊菜内部の症状

合が基うる とと に留:場が肉眼的に金 〈診断できたい

意したければ友らおが， ζ の点については次節で

述べる。 

) 本病の診断法

及び本邦等における本病の発見，(bるいは病名の

決定を遊mEさ せた大き友原因であり ，また現在に

おいても本病の発生を新過し，

その禍根を絶ち得ないーてつの原

因とも友っている。従てって，本

(7

本病診断の困難友 とが過去においてアメリカζ

病防除対策を講ずるに当たって

把握'κは先ず本病の病徴を正磁

し，的確に診断するととが肝要

であるので，著者lゴ:特に診断法

の研買に重点をおき，その結果

を前報に詳細報竹したのである

が，ととにその要点を記述す

る。

茎葉及び塊茎症状の肉眼的診断特に stem 

or tuber ooze methodについて

馬鈴苦輸腐病とイ也の凋萎i生病害 とは概ね次の地

一卜部症状の差異で区別される。す充足わち，馬鈴薯

黒l同病では当初から地際部が黒変I渉(腐するが，馬

鈴磐輪腐病の早期発病株では最初から黒変I歓腐す

るととがえEい。また，馬鈴磐炭痘病の場合には茎

の病斑部が-Jji損しやすく ，該部に黒色小粒点が密

生し，馬鈴薯移;腐病の場合には菜の一部に折損傷

撲部の存する ζ とが多<，その土部lま緑黄色7k潤
状K凋萎軟腐し，馬鈴薯黒1E病の場合、にはJ也際部 

t乙気生塊茎を宅寄生 したり ，頂業部が多少亦紫色を

帯びて捲葉するが，これ らの点は馬鈴密輸腐病の 

i易合には全〈認められない。馬鈴砦フザリ ウム性

凋萎病の場合は凋葉の賞変，薬縁の下倦乃至波状

捲縮等で，馬鈴薯背枯病の場合は急激君主 i緑凋萎ill

捲業等で凋葉のsi斑，葉縁の黒協化，上捲等の特

徴を有する馬鈴薯輪腐病とは区}}Ijが可能でま〉る。

しかし， ζ れらの凋萎'性病害，特に馬鈴笹輪腐病














